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都市化が著しく進むホーチミン市において，JICAや日本企業による技術移転が都市・交通分野で進んで

いる．一方で，ベトナムグリーン成長戦略には，持続可能な交通システムを整備することによりカーボン

ニュートラル実現を目指すことが記載されている．各交通モードをどのようにマネジメントしていくか，

どのように都市・交通計画で各交通モードや開発プロジェクトを位置づけ，カーボンニュートラル実現を

目指すかなどを具体的に検討する必要がある． 
本研究では，ホーチミン市で現在整備・利用されている交通モードを調査し，ホーチミン市の都市，交

通，環境分野の計画における各交通モードの位置づけと，交通施策との関係を整理することで，カーボン

ニュートラル実現に向けたホーチミン市の動向・課題を明らかにする． 
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1. 研究の背景・目的 
 
地下鉄の建設や新都市の開発など都市化が著しく進む

ホーチミン市において，JICA や日本企業による技術移

転が都市・交通分野で進んでいる．一方で，持続可能な

交通システムを整備することによりカーボンニュートラ

ル（以下，CN）実現を目指すことが，ベトナムグリー

ン成長戦略に記載されている．交通渋滞や，排気ガスに

よる環境汚染などの課題を抱えるホーチミン市において，

各交通モードをどのようにマネジメントしていくか，ど

のように都市・交通計画で各交通モードや開発プロジェ

クトを位置づけ，CN 実現を目指すかなどを具体的に検

討する必要がある． 
そこで本研究では，ホーチミン市で現在整備・利用さ

れている交通モードを調査し，それら交通モードの都市，

交通，環境分野の計画における位置づけと，交通施策を

整理することで，CN 実現に向けたホーチミン市の動

向・課題を明らかにする． 
 

2. ホーチミン市の交通実態 
 

2023年 8月時点のホーチミン市では，自家用の自動車，

バイク，自転車の他に，a)～i)の交通モードが利用され

ていることを確認した（図-1）． 
a) 南北統一鉄道 

南部のホーチミン市と北部のハノイ市を結ぶ列車で，

始発から終点までの所要時間は約 35～38 時間である．

ホーチミン発ハノイ着，ハノイ発ホーチミン着は 1日各

4 便，ホーチミン発途中駅止まり，ハノイ発途中駅止ま

りは 1日各 6便である．席はベッドタイプとシートタイ

プがあり，ベッドタイプはベッドの位置（上段・下段な

ど）で，シートタイプは座面の柔らかさとエアコンの有

無で値段が異なる． 
b) 路線バス，c) 電気バス 

ホーチミン市には 100系統を超える路線バスが存在し，

うち中心市街地（1 区）と Vinhomes Grand Park （スマー

トシティ）をつなぐ D4 系統では，電気バスが導入済み

である．また，Vinhomes Grand Park 内を走る無料シャト
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ルバスも電気バスである． 
バス停には路線図が掲示されているが，時刻表はなく，

電光掲示板が稼働していないことも多々あり，バス停で

得ることができる情報は少ない．一方，アプリケーショ

ンの「Bus Map」では，バスの位置情報，経由バス停，

バス情報（ナンバープレートの番号，運行会社），系統

情報（運行時間，運賃），ユーザーの評価を確認するこ

とができる． 
運賃は非常に安価で，例えば D4系統（片道 80～85分）

の運賃は一律 7,000VND（約 45円）である． 
d) 渡船 

中心地の 1区から，サイゴン川を渡った先にある 2区
を結ぶ渡船で，橋が少ないホーチミン市では需要な交通

手段であった．近年は，1 区と 2 区を結ぶ河底トンネル

が開通し，渡船の需要は減っている． 
e) タクシー，f) 電気タクシー，g) バイクタクシー 

ホーチミン市のタクシー（四輪）は大きく分けて 2種
類あり，タクシー会社がタクシー専用車両を用いて運行

しているものと，Grabアプリ（配車アプリ）を利用して

個人が自家用自動車を用いて運行しているものがある．

前者はタクシーメーターにより運賃が決まり，一部電気

自動車が導入されている．後者の Grab カーは，利用者

がアプリで乗降ポイントを指定するとルートと運賃が提

示され，支払料金が決まった状態での配車予約が可能で

ある．受入運転手が見つかると，配車予約が成立する．

支払方法は現金も可能であるが，キャッシュレス決済を

アプリで登録しておくと，降車時に自動で引き落とされ

る．また，他の乗客と乗り合うことはない． 
同様にバイクタクシーにも 2種類あり，歩道で待機し

ているバイクタクシー運転手に料金を交渉して乗車する

ものと，Grab アプリを使って配車予約をする Grab バイ

クがある．バイクタクシーはタクシー（四輪）と比べて

安価であることから，地元民の通勤・通学の足としても

利用されている． 
h) シクロ 

シクロは自転車バイクを指し，観光地の街並みを見て

回る際に利用されるため，日本で言う人力車と同じ役割

を担う．料金はバイクタクシーと同様に，歩道で待機し

ているシクロ業者と料金を交渉して乗車する． 
i) シェアサイクル 

専用のアプリをインストールもしくはプリペイドカー

ドを購入することで，誰でも利用することができる．利

用方法は，アプリを使う方法と，プリペイドカードを使

う方法の 2種類である．アプリの場合は，アプリ上で利

用者情報と決済方法（事前に料金をチャージ）を登録し，

利用開始ステーションで自転車を解錠，利用終了時は任

意のステーションで施錠し，アプリで返却を完了する．

一方プリペイドカードを利用する場合は，自転車後部の 

a) 南北統一鉄道 b) 路線バス c) 電気バス 

d) 渡船 e) タクシー f) 電気タクシー 

g) バイクタクシー h) シクロ i) シェアサイクル 

図-1 ホーチミン市で利用されている交通モード 
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センサーにカードを近づけることで利用開始となり，返

却時は施錠後に再度カードをセンサーにかざすと返却完

了となる． 
 
 
3. 各計画における交通モードの位置づけとCN実

現策の動向 
 
本章では，ベトナムやホーチミン市の都市，交通，環

境分野の計画における，交通モードの位置づけと，CN
実現に向けた交通施策について述べる． 

 
(1) 本研究で対象とする計画 
本研究では，都市・交通分野の計画として，ホーチミ

ン市総合計画，地区別詳細計画，都市交通マスタープラ

ン，CN に関連する環境分野の計画として，国家環境保

護戦略，ベトナムグリーン成長戦略，エネルギーマスタ

ープラン，運輸業界のグリーンエネルギー変換とCO2お

よびメタン排出量削減に関する行動計画（以下，GX 行

動計画）を対象とし，各交通モードの位置づけ，CN 実

現に向けた各交通モードの整備方針・施策の記載状況を

明らかにする（表-1）． 
 
(2) 交通モードの位置づけとCN実現策 
ベトナムグリーン成長戦略には，交通施策について，

以下が記載されている． 
 グリーン交通インフラの開発，公共交通システム

の開発，貨物輸送の生産性向上のための制度と政

策を構築 
 クリーンで経済的，効率的なエネルギーと環境に

優しい技術の使用を促進する自動車を開発・導入

し，変革に向けた輸送市場の再構築を促進 

 道路による貨物輸送を内陸水路，海路，鉄道によ

る輸送に転換 
 グリーン交通インフラの活用，経済効率と環境保

護の確保，温室効果ガス排出削減，気候変動と海

面上昇に対する適応力強化への投資を優先 
 研究プログラムを実施し，科学と技術を応用して，

公共交通や，交通モード間の接続を確保するイン

フラの開発のための投資プロジェクトにつなげ，

エネルギーの効率的な利用を確保 
また，GX 行動計画には以下の目標が記載されている． 

 2030 年までに，運輸部門における技術，制度，資

源を整備・確保し，エネルギー利用効率の向上，

電力やグリーンエネルギー利用転換を推進 
 2050 年までに，効率的な輸送手段の開発，すべて

の車両，設備，輸送インフラを電気とグリーン エ
ネルギー利用へ転換し，2050 年までに温室効果ガ

ス実質排出量をゼロにすることを目指す 
さらに GX行動計画には，道路交通，内陸水路，海運，

鉄道，航空，公共交通を化石燃料利用から脱却させ，電

気・グリーンエネルギー利用，新しい車両への転換を段

階的に促進し，2050年には電気・グリーンエネルギー利

用率・車両導入率 100%を目指すことが記載されている． 
これら 2計画には，交通分野で脱炭素を目指すことが

明確に記載されており，特に GX行動計画には，各交通

モードに言及し，2050年までにすべてグリーン交通に転

換していく方針・目標が明記されている． 
一方で，ホーチミン市の都市・交通計画ではCO2削減

施策や CN 実現に向けた各交通モードの方針や施策に関

する記述は確認できない．都市交通マスタープランには

メトロやLRT，水上交通といった今後整備を進める交通

モードの整備方針が記載されているが，現状の公共交通

の具体的な整備方針や，CN 促進策に関して言及はない． 

分野 計画名 承認年 対象 内容 

都市 
総合計画 1) 2021 HCM ホーチミン市における住宅，インフラの整備方針 
地区別詳細計画 1998-2012 各区 地区単位のインフラ整備方針 

交通 都市交通マスタープラン 2) 3) 2007 
2013改定 HCM 道路，鉄道，水路輸送ネットワークの整備方針 

環境 

国家環境保護戦略 4) 2022 VN 環境汚染からの回復や生物多様性の保護，気候変動への

適応・緩和に向けた方針 

ベトナムグリーン成長戦略 5) 2021 VN 環境にやさしいライフスタイルや経済活動への転換に向

けた方針 

エネルギーマスタープラン 6) 2023 VN エネルギー安全保障の確保，ネットゼロエミッションの

達成，再生可能エネルギー生産に向けた方針 
運輸業界のグリーンエネルギー

変換と CO2およびメタン排出量

削減に関する行動計画 7) 
2022 VN 

運輸部門におけるグリーンエネルギーへの転換，CO2と

メタン削減による2050年温室効果ガス排出量実質ゼロに

向けた方針 

表-1 対象計画の概要 

【凡例】VN：ベトナム全国，HCM：ホーチミン市 
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4. CN実現に向けた都市・交通計画の課題 
 

CN 実現や交通渋滞緩和のため，自家用バイク・自動

車利用から，公共交通利用への転換促進や，各交通モー

ドのマネジメントが必要である．環境分野の計画には，

CN を実現するため，グリーンエネルギー利用やグリー

ン交通の整備に関する言及があり，車両の更新や，バイ

クの供給を制限するなど，交通モードごとの具体的な施

策の方向性が示されている．一方，ホーチミン市の都市

計画，交通計画には交通モードや CN に関する言及がほ

とんど見られなかった．つまり，環境分野の計画方針を

実現する術が都市・交通計画に記載されておらず，連携

が不十分であると言える．さらに，環境負荷を軽減する

ために電気バスや電気タクシーがすでに運行されている

にも関わらず，それらの言及が都市・交通計画に見られ

ないことから，交通の実態を計画に反映できていない． 
また，各交通モードに関する言及や，交通分野の CN

促進策の記載は，ベトナム全国が計画範囲のグリーン成

長戦略，GX 行動計画にはあるが，ホーチミン市が計画

範囲の計画では確認できない．国の方針を受け，ホーチ

ミン市としてどのように交通モードをマネジメントし，

CN を促進していくか，具体策・実現策を提示する計画

には至っていない． 
 
 
5. まとめ 
 
本研究では，ベトナム全国やホーチミン市の都市，交

通，環境分野の計画を対象に，ホーチミン市内を走る交

通モードの位置づけや整備方針を，CN 実現の観点から

整理した．環境分野の計画では CN 実現に向けて各交通

モードを整備していくことが明記されているが，都市・

交通計画には記載されていないことが明らかになった． 
さらに，2023 年 10 月現在，建設が進んでいるホーチ

ミンメトロの一部路線が 2024 年より運行が開始される

と発表されている．メトロ開通と併せて整備されていた

ウォーターバスも一部区間で運行が開始されている．さ

らに，電気バイクタクシーが導入され，市街地等で運行

を開始した． 
以上のように，開発段階にあるホーチミン市では新し

い交通サービスが続々と導入され，交通状況は日々変化

している．今後も継続的にホーチミン市の交通や計画の

動向を調査していくことが必要であると考える． 
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